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【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】 【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

　関西国際空港の対岸に位置し、近年国際化の進むなかでも昔ながらの町並みや田畑の多く残
る町であり、その田尻町で唯一のグループホームである。施設を取り巻く環境もそんな田園風景
の中にあり、静かで季節を感じられる入居様にとっては馴染みやすい環境となっている。
　建物は広い敷地を活かした平屋建で採光も多く採り明るく広々とした空間で、入居者様には
ゆったりのびのびと、その人らしい生活を送ることが出来るよう支援していきます。

自己評価及び外部評価　結果  

作成日  令和２年１月１２日

特定非営利活動法人　評価機関あんしん

大阪府岸和田市岡山町４９９番地の１

グループホーム春日苑田尻

（介護予防）認知症対応型共同生活介護

大阪府泉南郡田尻町吉見384番地

令和　元年　11月　10日

　グループホーム春日苑田尻は、広い敷地を擁する平屋建てのグループホームである。「こすも
す」と「れんげ」の2つのユニットがあり、各ユニットの２つの玄関が並んで配置されている。日中
は玄関は施錠していないため、家族や友人等がいずれのユニットにも気軽に立ち寄ることができ
るように配慮している。それぞれ9室ずつある居室のうち4室は和室であり、これまでの利用者の
生活スタイルや好みに応じて、居室を選択することができるようにしている。
　また、食堂（ホール）には食卓テーブルと椅子を、居間にはソファを置いており、利用者がその
時の気分によって自由に居場所を確保できるようにしている。また通路の壁には、利用者の作
品や行事の写真などを所狭しと飾っており、利用者はもちろん、家族が来訪した際にも気軽に見
てもらえるように配慮している。さらに、両ユニットとも食堂（ホール）から出入りできるウッドデッ
キを設置しており、天候が良ければウッドデッキでひと時を過ごしたり、家族会でバーベキューを
楽しんだりできる場として活用している。
　なお、敷地内にはグループホームとは別棟の未使用の建物があり、災害時の福祉避難所とし
て田尻町から指定を受けている。

令和2年2月7日

令和１年１２月１７日
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株式会社　宏和

評価結果市町村受理日
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実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員と
して日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

11

運営推進会議は、奇数月、年6回開催
しており、町役場の担当者、地域包括
支援センター職員、地区連合会長をは
じめ老人会や婦人会の代表者、利用者
及びその家族が出席している。行事報
告、入居者の状況や事故報告が主たる
議題であり、参加者らは活発に意見交
換をしている。議事録は、事務所内で
誰もが見れる状態で置いており、職員
は閲覧して内容を把握している。名札
の変更や浴室の鍵設置など会議での意
見や提案をサービス向上に活かしてい
る。

プライバシーを守り一人一人を尊重す
る、入居者様の立場に身をおいて考え
る、家庭的な環境づくり、地域交流の理
念を掲げ共有できるよう各ユニットに掲
示し全体会議などで再認識している。

介護相談員の定期訪問や認知症カフェ
に足を運び、地域の方々と交流を行って
いる。また地域の行事としては秋祭りに
は櫓が来苑してくださったり、ラントモに
も参加させていただいている。

田尻町徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク
事業協力機関に登録している。田尻町と
災害時の福祉避難所の協定を締結して
いる。

事業所の運営状況や行事報告、事業計
画などの取り組み状況を説明し意見交
換を行っている。事故ヒヤリハット報告で
は、施設で起きている事故やヒヤリハッ
トの実態を知っていただくとともに改善点
などの助言をいただきそれを参考にして
サービス向上に活かしている。

月1回のオレンジカフェ（認知症カ
フェ）に利用者と一緒に出掛けてい
る。田尻町の手品クラブがボランティ
アに来所したり、地元の小学生が年賀
状を送ってくれる。秋祭りの際はやぐ
らが事業所に立ち寄ってくれる。

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外部評価

両ユニットの玄関、事務所及び厨房に
理念を掲示しており、職員はいつでも
理念の確認をすることができる。管理
者は採用時に理念に関する研修を行う
他、職員に対して全体会議で理念の確
認をしている。

地元の自治会や老人会等が開催する行
事に参加したり、事業所内で開催する
イベント等に近隣住民も参加してもら
えるように、日常的な交流が図れるよ
うな取り組みに期待したい。

理念は事業所内の掲示やパンフレット
への掲載をしているものの、職員への
周知が不十分である。会議を通じて、
職員への理念の周知の徹底を図るとと
もに、理念の実践に向けた具体的な話
し合いを行うことを期待したい。



○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組み
を積極的に伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予防
サービス基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所ないでの虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見人制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

6 5

7

8

5 4

町担当者とは日頃から連絡を取り合っ
ており事業所の実情等は理解して下さっ
ており事業に関する問い合わせ等もす
ぐに対応し協力頂いている。

キッチンに不適切ケアについて貼りだ
しているものの、職員間で不適切行為
を注意しあう関係が希薄である。研修
の機会を増やしたり、職員同士が気軽
に注意しあえるような職場環境の見直
しなど、より徹底した身体拘束に対す
る取り組みを期待したい。

町の担当者には、運営推進会議への出
席の他、日頃から研修への参加の呼び
かけをしてもらっている。また制度に
関する質疑応答をしてもらうなど、連
絡を取り合うことが多い。一昨年の台
風21号の際は、担当課の職員が安否を
心配して来所するなど、互いに協力関
係を築いている。

利用者が外出するときは玄関でチャイ
ムが鳴るようにしているため、特に日
中は玄関の施錠はしていない。外出願
望のある人は職員が一緒について出て
いる。身体拘束に関する研修は休日を
使って参加を認めている。また全体会
議内で伝達研修を行い、職員へのスキ
ルアップに努めている。

利用契約書第6条3の項目において、身
体拘束および行動の制限をしない旨を
記載しており職員にも周知、理解させケ
アに取り組む。玄関の施錠については
夜間帯の防犯目的以外は常時開錠して
いる。

9

虐待防止に関する研修等で学ぶ機会を
もうけている。また虐待・身体拘束防止
委員をスタッフから選任し職員間で常に
意識しながら虐待の無い施設を目指し
ている。

地域の人権協会が開催する講演会等に
参加することで知識を習得し、必要とさ
れる方においては制度が活用出来るサ
ポートを行っていく。現状支援できるまで
には至っていない。

契約書及び重要事項説明書については
契約時に内容を説明し質疑応答を行っ
たうえで納得頂いてから承諾印を頂いて
いる。また改定があれば都度、文書や
面談時などで説明し必要なものは同意
をいただいている。



○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、それらを反
映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際の力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている
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13

14

日本認知症高齢者グループホーム協議
会に加盟しており、定例会や研修会で知
識を高める。また関連事業所と定期的
に施設会議を行い意見交換や情報の収
集を図る。

仕事内容や成果、勤務状況を把握し、
定期的に人事考課表で自己評価など行
いそれらを総合的に考慮しながらベース
アップに反映していくことでやりがいや向
上心が継続できるよう職場環境、条件を
整えていく。

研修の機会をつくると共にＯＪＴによりス
キルアップが図れるよう努める。

面会時など意見を頂戴するようコミュニ
ケーションをとるようにし、玄関内に御意
見箱を設置し、いつでも投函出来るよう
にしている。家族会では個別面談を行い
アンケートで意見や要望をお聞きし、ま
た無記名の意見書も提出していただい
ている。

意見や提案はいつでも聞ける環境をつく
り、また会議などを通して自由に意見や
提案を行い反映していけるよう検討す
る。現状は設備に関しての意見が多い
が一つずつクリアしていくよう努める。

10 6

11 7

利用者家族が面会や支払いに来所した
際に意見を聴き取るようにしている。
また、年に1回、家族会を開催した
り、運営推進会議に家族にも出席して
もらい、意見等を聴いている。意見な
どの情報はミーティング等で共有し、
運営に反映している。玄関に意見箱を
設置しているものの意見等が投函され
るには至っていない。

管理者は日頃から職員が話ししやすい
雰囲気づくりに努めており、業務の中
で管理者に直接話すことが多い。共用
スペースにあった畳座敷をなくすな
ど、設備品の改善などが多く、できる
限り意見が反映できるよう取り組んで
いる。



○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

18

19

15

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17

常に利用者様の立場に立つという運営
理念に基づき、本人様の思いや訴えに
傾聴しＡＤＬ等も考慮しながら、必要な援
助を受け自らの力で共に生活をしている
という実感を持って頂けるよう努める。

入居前の面談時に本人様や家族様の
不安や要望に傾聴し、意向を尊重してい
くことで信頼関係を築いていくよう努め
る。

基本的に入居前には施設の見学をして
いただき雰囲気をイメージしていただい
たうえで家族様からの不安や施設での
本人様の生活の意向をお聞きし、本人
様の立場に立ったケアを提案していくこ
とで信頼関係を築いていく。

利用者様の施設での生活ぶり、過去の
生活歴等の情報を共有し合い家族様か
らも意見を頂く事で本人様との絆を大切
にしながら共に支えていく。コスモスユ
ニットでは毎日のように面会に来られる
家族様がおられ入居者様の安心につな
がっている。

サービス開始に至るまでにアセスメント
を充分に行い、ニーズの優先性を見極
め、他のサービスも含めた支援を考えて
いく。

16



○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要に
応じて本人・家族の経過をフォローし、相
談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努める

20

9

22

23

8

21

契約終了時において次に生活される場
所の担当者に詳しい情報提供を行い、
本人様や家族様にとっての安堵の場と
なるよう努める。

日常のコミュニケーションの中で本人様
の希望や思いをくみ取り生活に反映して
いく。また疎通が困難な方においても利
用者様本位に考え、少しでも希望に近
づいたケアを行えるよう努める。

かるがもの里、馴染みの八百屋や和菓
子屋に一緒に出かけている。カラオケ
や墓参りなど家族が同伴して行くこと
も多い。また、懐かしい知人が利用者
を訪ねて来所しやすいように迎える環
境を整えるなどの支援に努めている。

施設の行事やドライブ、家族様の支援な
どで馴染みの場所へ出かける事で関係
が途切れないよう支援し、また施設にも
いつでも知人の方が面会に来られるよう
環境を整えている。

職員は利用者様同士の関係性を把握
し、孤立したりトラブルの無いように関
わっていくよう支援に努めている。

日頃の支援を通じて利用者本人の暮ら
し方の希望や意向を聴き取っている。
聴き取った情報は支援経過か申し送り
に書き入れ、職員間で情報の共有に努
めている。聴き取ることが困難な利用
者には、家族を通じて聴いてもらうこ
とが多い。

24

本人様とのコミュニケーションや家族様
から情報収集を行い、一人ひとりに合わ
せた生活環境、ケアを提供できるよう努
める。



○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスにとら
われない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

28

10

25

27

利用者や家族、かかりつけ医等の関係
者から聴き取った情報を集めて、介護
職員やケアマネジャーがケアカンファ
レンスを開催し介護計画を立案してい
る。モニタリングにおいても利用者、
家族、職員に聴き取りを行い、体調に
何か変化があれば即修正している。ケ
アカンファレンスに家族が参加するこ
とは少なく、介護計画を郵送するなど
して説明し、同意を得ている。

26

29

介護相談員の方々が定期的に来られ利
用者様の相談相手を担って下さってい
る。また秋祭りや認知症カフェにも足を
運び、地域資源を活用し豊かな暮らしが
出来るよう努めている。

本人様、家族様の状況によりその時々
で生まれるニーズには出来るだけ柔軟
に対応し支援していく。

日課や日々の心身状態、有する力の把
握に努め、必要なケアを行なっていく。

介護職員と本人様、家族様、医師の意
見等も聞きながら本人様がより良く暮ら
すための課題を分析し介護計画を作成
していく。

利用者様の日々の様子や気づき、ケア
等は支援経過に記入しており申し送りに
おいて職員間で情報を共有し、ケアカン
ファレンスや都度のミーティングによって
ケアのやり方や介護計画の見直しを
行っている。



○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

かかりつけ医は、利用開始にあたり利
用者本人、家族、事業所がよく相談し
決めている。提携医療機関の医師をか
かりつけ医に変更するケースが多く、
現在従来のかかりつけ医の利用者は5
名である。提携医療機関は、利用者全
員に対して月２回の訪問診療にて健康
状態の把握に努めている。基本的にか
かりつけ医への通院は家族が行う。ま
た、健康診断等の結果については、変
化が見られない場合は特に家族への報
告はしない。

利用開始の際に利用者、家族に対して
「看取りに関する指針」により、対応
方針を十分説明し同意を得ている。実
際に重度化した場合は再度、必要な関
係者で話し合い行い対応を検討するこ
ととしている。事業所では開設以来2
件の看取りを行っている。

33 12

事業所の取り組み方針を定め、看取り
ケアを希望される利用者様及び家族様
に対しては同意を頂いている。ケアを行
なうにあたって医療、本人様、家族様、
事業所で十分に話し合い方針を共有す
る。

事業所として、平成28年度に看取りを
行って以来実績がなく、看取りを経験
していない職員も多い。事業所が看取
りのできる事業所であるために、全職
員が看取りに対し不安が軽減でき、統
一した関わりができるよう新たなマ
ニュアルの作成と看取りに関する研修
の開催が望ましい。

32
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31

入院医療機関の主治医やソーシャル
ワーカーより、情報を頂き受け入れ時の
対応などを相談しながら出来るだけ早期
に退院できるよう努めている。

事業所の契約医療機関の医師を主治医
にされている利用者様と他の医療機関
をかかりつけ医にされている利用者様
が居られるが、両者ともにおいて受診時
には健康状態を報告し指示を受けてい
る。緊急時の医療連携として利用者様
全員、月２回訪問診療により健康管理を
実施している。

施設の看護職員や契約医療機関の看
護師に相談し適切な助言を頂き支援し
ている。



○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

37

38

言葉づかいや接し方など利用者の尊厳
を損ねないよう、全体会議などで話し
ている。呼称は入居時に本人や家族に
確認し、下の名前で呼ぶ利用者もい
る。プライバシーに関わる研修等はで
きていない。

年に1回の田尻町防災訓練に合わせて
事業所の消防訓練を行っている。緊急
連絡網を作成し、不慮の災害に備えて
いる。また、地域の福祉避難所に指定
されており、事業所の備蓄（米、缶
詰、オムツなど）以外に、備蓄品を備
えている。

36 14

年一回の田尻町防災訓練に参加し、福
祉避難所にもなっている。また夜間を想
定し夜勤者のみの避難訓練を実施す
る。地域ケア会議などで情報を共有す
る。

入居者様のその日の心情や体調を把握
し一人ひとりのペースに合わせたケアを
提供することで出来るだけ希望に沿った
生活が出来るよう支援していく。

34

急変時や事故発生時には対応出来るよ
うマニュアルを周知させる。また防火訓
練の過程において心肺蘇生など講習を
開いて頂く機会を設けるようにする。

35 13

トイレでの排泄には利用者の尊厳、羞
恥心への配慮が必要であることは職員
も理解しているものの、排泄支援の
際、トイレ内が狭く、ドアを開けたま
まの支援となっていることがある。マ
ニュアルの整備とともに、事業所内で
の定期的な研修の開催に期待したい。

人格の尊重、プライバシーの確保ともに事業
所の理念に掲げて実践しており、接遇面に
関しても会議の場や朝礼等、随時伝え徹底
していくよう努める。

日常のコミュニケーションの中で本人様
の思いや意思を把握し自己決定の支援
を行っていく。また自己決定の困難な利
用者様においても表情など観察し出来
るだけ考慮していく。

消防計画に沿って、日中だけでなく夜
間を想定した避難訓練の実施が望まし
い。また、事業所だけでなく、地域住
民の協力を得ながら年2回の避難訓練と
マニュアルの整備、また、非常食の備
蓄環境を整えることに期待したい。



○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄パターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

42

43 16

40 15

41

入居者様それぞれの能力に合わせた食
事形態、分量で提供している。盛り付け
やトレーを並べて頂く等の食事準備、食
器洗い等の後片付けは利用者様のその
日の気分等観察しながら負担にならな
い程度に一緒に行うようにしている。ま
た行事として外食支援を行い入居者様
自身で好みの食事を選んで頂く。

39

その季節に合った好みの衣服を職員と
一緒に選んだり勧めたりしている。意思
表示が困難な入居者様においては偏っ
た服装にならないよう考慮している。ま
た定期的に訪問美容院に依頼し髪型を
整えて頂く。

排泄のペースや排泄量などを独自の記
号を使用して排泄チェック表を作成
し、より良い排泄支援に努めている。
できる限りトイレでの排泄できるよう
に取り組んでいる。

本社で作成した献立に沿って、職員が
近くのスーパーマーケットで食材を購
入している。一人ひとりに適した量や
形態の食事を提供し、自分のペースで
完食できるように支援している。利用
者と職員は同じ食事を一緒に食べてい
る。また能力に応じて食事の準備や後
片付けなどを職員と一緒にする利用者
もいる。季節感を味わうために、おせ
ち料理、流しそうめん、節分の巻きず
し、七夕ちらし寿司、クリスマスのチ
キンなどを取り入れている。年に１回
の外食支援を行っている。

利用者に配慮した刻み食等の個々の食
事形態は、食事中ではなく、配膳前に
行っておくことが望ましい。また、朝
食も含めて、日頃の食事の献立にも、
より利用者の意見を取り入れていくこ
とを期待したい。

毎食後、入居者様の能力に応じた口腔
ケアを行っている。月に二回、歯科医師
と歯科衛生士による訪問診療、口腔ケ
アを受け、またスタッフも助言、指導を受
けケアに活かしている。

毎食事ごとに食事量、また随時水分摂
取量をチェックし個々にその日のバラン
スを確認している。重度の認知症や高
齢で摂取量がまばらな方については医
師と相談し栄養剤の摂取を行っていた
だいている。

排泄チェック表により入居様それぞれの
排泄パターンを把握していくことでタイミ
ングの良いトイレ誘導、声掛けを行い出
来るだけ失敗を減らし、トイレで排泄でき
るよう勧めていく。



○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に応
じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよ
く眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や要領について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

46

44
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原則として週3回（火木土）、午前中
から午後2時まで入浴支援を行ってい
る。入浴拒否や体調不良等のため入浴
ができなかった場合には、入浴日や時
間を変更するなど柔軟に対応してい
る。また、好みに応じて入浴剤を使用
したり、ゆず湯など季節感を取り入
れ、入浴を楽しめる工夫を行ってい
る。同性介助が原則であるが、異性介
助になる場合は利用者に同意を得てい
る。

入居者様の生活習慣を把握し、その
時々で本人様の意思を確認し自由に休
息したり就寝して頂いている。日中も長
時間休もうとされる方に関しては生活に
メリハリをつけて頂く為に声掛けはさせ
て頂いている。

日常生活の中で個々の能力に応じた役
割を無理の無い程度で担っていくことで
生活に張り合いを持って頂けるよう努め
る。気分転換のドライブ、季節ごとの行
事や個別の外出など生活を楽しんで頂
けるよう心がけている。

48

47

適度な運動の働きかけ、水分量の確保
が出来るよう声かけし、食事については
毎朝のヨーグルトや野菜類の提供を
行っている。場合によっては看護師や医
師と相談し薬剤での排泄の促しを行う。

薬事説明書は各ユニット分事務所に置
き、随時確認出来るようにしている。服
薬においての効果、症状の変化を確認
し、服薬変更時には特に気を付けて様
子観察を行う。

基本的に入浴日や入浴時間は大まかに
決まっているが希望があれば柔軟に対
応する。こすもすユニットでは全介助で
座位の維持も困難な利用者様が居られ
安全のため二人介助でシャワー浴を
行っている。しかし、夜間においては職
員の体制が手薄になることから安全面
の確保が出来ないため困難ではある。



○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めている。
また、普段は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援し
ている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

利用者の介護度の上昇に伴い、全体で
の外出が難しくなってきているが、職
員のシフトを見直すなどにより個別の
外出が多くできることを期待する。

日常的には週に１回くらい職員と買い
物に出かける程度で、概ね敷地内で過
ごしていることが多い。以前に比べ日
常的な外出は、減ってきているが、天
候を見ながらドライブを楽しんでい
る。月に1度ふれあいセンターでのオ
レンジカフェや、家族の協力を得て、
カラオケやお墓参りに外出している利
用者もいる。

対面式キッチンで、天井も高く採光が
あり、全体的に明るい共有空間になる
ように設計されている。壁には季節を
感じさせる飾りつけや行事の写真、手
作りの作品などが 所狭しと掲示され
ている。また、ダイニングスペースと
リビングの区画を分けていて、リビン
グにはテレビとソファーを設置し、利
用者が好みや気分に応じて好きな場所
で快適に過ごせるよう配慮している。

勤務体制によってはその都度には希望
にそえないことがあるが、出来る範囲で
時間を設け外出支援が行えるよう心が
ける。また本人様の希望を伝える事で家
族様の協力により週末に出かけられた
り定期的に外出されている入居者様も
おられる。特にコスモスユニットでは家
族様が毎週末お迎えに来られ趣味のカ
ラオケやショッピングに出かけられる入
居者様も居られる。
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コスモスユニットでは財布を持参しある
程度の金額を本人様で管理されている
方も居られる。その方の能力やトラブル
等も考慮しながら自己管理が出来るよう
支援を行っていく。

電話の使用は希望されれば行って頂い
ているが、コスモスユニットでは希望者
はほとんどない。遠方のご家族様と手紙
のやり取りをされている方が居られる。

普段過ごされる食堂ホールや居間、廊
下などは天井も高く採光も十分に取られ
開放感のある空間となっている。壁には
季節ごとの壁飾り等を飾り季節感を感じ
て頂く。事業所の理念にも掲げているよ
うに家庭的な雰囲気づくりを心がけ利用
者様にとって居心地の良い環境づくりを
心がける。

52 19



○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
　建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

居室は腰高窓で明るく十分な広さが確
保され、各ユニットに和室４室、洋室
５室があり、利用者の好みで選択でき
る。エアコンは備え付けてある。防炎
カーテン、寝具やテレビ、家族の写真
など、馴染みのものを自由に持ち込む
ことができるようにしており、利用者
が落ち着いて過ごせる環境づくりに努
めている。

54 20

55

53

居間のソファが利用者様同士の憩いの
場であったり、独りでゆっくりと過ごせる
スペースとなっている。

能力、安全面も考慮しながら本人様、家
族様と相談し馴染みの家具や好みの物
を持ち込んで頂くことにより本人様らしい
居心地の良い居室空間を協力しながら
作っていく。

建物はバリアフリー構造となりトイレや
廊下、浴室等には手すりを設置、また職
員の見守りも行いながら利用者様個々
に応じた安全で自立した生活が送れる
よう努める。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62

60

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聞いており信頼関係がで
きている

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

58

①ほぼ全ての家族と
②家族の３分の２くらいと
③家族の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている

61

56

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある



〇

〇

〇

〇

〇
68

職員からみて利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない


